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鎌

倉
時
代
は

、

日

本
仏

教
史
に

お

い

て

大
き
な

転

換
期
で

あ
っ

た
。

そ
の

潮
流
は

、

旧

来
か

ら

の

仏
教
と

新
興
仏
教
に

大
別
さ

れ
る

が
、

後

者
の

中
で

も
天

台
浄
土

教
か

ら

独
立

し

て

立

教
開

宗
し
た

法
然
浄
土

教

の

門
流
に
と
っ

て

念
仏
相
承
の

正

統
性
を
弁
証
す
る

こ

と

は

大
き
な

課

題
で

あ
っ

た
。

そ

の

問
題
に

視
覚
的
に

答
え
た

も
の

が
、

親
鸞
が

制
作

し
、

中

世
浄

土

真
宗
で

流

布
し

た

光
明

本

尊
で

あ

る
。

光

明
本

尊
と

は
、

光
明
を

放
つ

名
号
や

釈
迦
弥
陀
二

尊
、

イ
ン

ド
・

中
国
・

日

本

に

お

け
る

浄
土

教
の

菩
薩
・

高
僧
・

先
徳
を
描
い

た

群
像
で

、

そ
の

上

下

部
や

画
中
の

色
紙
型
に

経
論
釈
を
銘
文
と

し

て

書
い

た

も
の

の

総
称

で

あ
る

。

「

光
明

本
尊
」

と

い

う
名

称
は

今
日

の

通

称
で

あ

り、

古
く
は

「

光
明
品
」

と
い

う
呼
称
が

用
い

ら
れ

て

い

た
。

あ
え

て

本
論
で

「

光

明
本
尊
」

の

名
を

用
い

る

の

は
、

光
明
本

尊
を
全
国
的
に

実
地

調

査

し

た

『

真

宗
重

宝
聚
英
』

第
二

巻
（

同
朋
舎
出
版

、

一

九
八

七

年
）

が
、

そ

の

名
称
を

用
い

て

い

る

か

ら

で

あ
る

。

光

明
本
尊
の

現
存
最
古
の

作
例

は
、

初
期
真
宗
教
団
最
古
の

道
場
で

あ
る

愛
知

県
の

妙
源
寺
に

伝
来

す

る
。

本
論
で

は
、

光
明
本
尊
の

先
駆
的
形

態
を

伝
え
る

妙
源
寺
本
に

考

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

察
の

焦
点
を
絞
り

、

日

本
の

中
世
社
会
に

お
い

て

親
鸞
が
い

つ

光

明
本

尊
を

構
想
し

、

そ
の

構
成
に

ど

の

よ

う
な

意
味
と

機
能
を

持
た

せ

た
の

か

を

解
明

す
る

。

一

　

妙

源
寺
本
「

光
明

本
尊
」

の

概

要

　
妙
源
寺
本
「

光
明
本

尊
」

は
、

名
号
部

、

天
竺
晨
旦

部
、

和
朝
部
が

そ

れ

ぞ
れ

別
幅
に

表
装
さ

れ
、

三

幅
一

舗
で

あ
る

。

　一

連
の

主

題

を

三

種
に

別
幅
す
る

形
式
は

、

他
の

光
明

本
尊
に

類
例
が

な
く

、

唯
一

で

あ

る
。

そ
の

構
成
に

基
づ

く
な

ら

ば
、

妙
源

寺
本
は

「

九

字
名
号
並
び

に

三

朝
浄
土
教
祖
師
先
徳
念
仏

相
承
図
」

と

呼
称
す
る

の

が

至
当
と

言
え

る
。

各
幅
と

も
一

枚
絹
を
用
い
、

上
下

に

墨
線
で

枠
を

と
っ

て

賛
文
を

記
し

、

そ
れ
ら
の

外
周

に

団
花
文
の

描
表
装
を
巡
ら
し

て

い

る
。

そ

の

全
容
と

構
成
は

、

次
の

通

り
で

あ

る
。

　
中
央
の

名
号
部
は

、

群
生
地

で

仰
蓮
上

に

墨
線
で

文
字
の

輪
郭
を

と

り
、

そ

の

中
に

金

箔
を

置
く
双

鉤
填
墨
で

「

南
无

不
可
思
議

光
如
来
」

の

九

字
名
号
を
書
き

、

そ
の

周
囲
に

九
十
一

条
の

波
状
の

光
芒
を

発
し

一

二
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妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

の

構
成
と

そ
の

意

義
（

安
　
藤）

て

い

る
。

左

右

両

幅
は
、

ほ

ぼ

同

じ

大
き

さ
の

画
面

で

あ
る

。

左

幅

は
、

大

勢
至

菩
薩
と

天
竺

晨
旦
の

浄

土
教

祖
師
を
配

し
、

右

幅
に

は
、

聖

徳
太
子
と

四

随
臣
お

よ

び

和
朝
の

浄
土

教
先
徳
を

描
く

。

両
幅
上

下

段
に

配

置

さ

れ

る

賛
文
に

同
一

の

描
表
装
が

な

さ

て

い

る

こ

と
か

ら
、

対
幅
で

あ
る
こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

。

一

目

瞭
然
で

あ
る

が
、

中
央
の

名
号
部
は

、

中
段
が

左
右
両

幅
よ

り
十
五
 

ほ

ど

長
く

、

ま
た

、

上

下

段
の

描

表
装
の

意
匠
も
左

右
両
幅
と

は

異
な
る

。

し
か
し
な
が

ら
、

こ

の

三

幅
が
一

具
と

し

て

制

作
さ
れ

た
こ

と

は
、

三

幅
と

も
画
風
や

体
裁

が

共
通
し

、

画
中
の

各
銘

文

が

三

幅
と

も
同
筆
で

あ
る
こ

と

か

ら

認
め

ら

れ

る
。

ま

た
、

妙
源
寺
本
以

後
に

展
開
す
る
一

幅
本
の

光
明
本
尊
の

構
成
を

み

れ

ば
、

そ

の

こ

と
は

白
明
で

あ
る

。

さ

ら
に

親
鸞
没

後、

約

半
世
紀
の

開
き
は

あ

る

が
、

光
明
本
尊
の

解
説
書
で

あ
る

『

弁
述

名
体

鈔
』

を

書
い

た

存
覚
が

、

妙
源
寺
本
を

実

見
し

、

手
控
え
で

あ
る

『

袖

日

記
』

に
「

平
田
本
」

と

し

て

記
録
し

て

い

る
。

『

袖
日

記
』

の

現
状
は

、

相

伝
さ

れ

る

過

程
で

乱
丁

や

落
丁

が

あ
り

、

混

乱

す
る

も
の

で

あ

る

が
、

そ
の

修
復
が

試
み

ら
れ

た

結
果

、

平
田

本
が

妙

源
寺
本
で

あ
り

、

そ

の

記
載
内

容
か

ら

三

幅
構
成
で

あ
る

こ

と

が

判
明
し

て
い

る
。

　
こ

の

妙
源

寺
本
の

賛
銘
お

よ
び

札
名
は

、

親
鸞
面
授
の

直
弟
子

で

あ

る

真
佛
の

筆
跡
で

あ
る

こ

と

が

確
定
し
て

い

る
。

真
佛
は

、

『

親
鸞
上

人
門
侶
交
名
牒
』

の

筆
頭
に

記
さ

れ
る

有
力
門
弟
で

、

親
鸞
の

筆
跡
に

酷
似
し

た

文
字
で

多
く
の

書
写
聖

教

を
残
し

て

い

る
。

真
佛
は

、

親
鸞

に

先
立
つ

こ

と

四

年
、

正

嘉
二

年
（
一

二

五
八
）

に

歿
し
て
い

る
の

で
、

二

二

妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

が

親
鸞
在
世
中
の

制
作

で

あ

る
こ

と

は

確
実

と

な
る

。

し
た

が
っ

て

妙
源
寺
本
は

、

親
鸞
在
世

中
に

親
鸞
自
身
が

構

想
し

た

原
本
を
忠
実
に

再
現
し

た

唯
一

の

作
例
と

い

う
こ

と

に

な
る

。

二

　
妙
源
寺
本
「

光
明
本

尊
」

の

成
立

時
期

　

で

は
、

妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

の

製
作
時
期
は
ど

こ

ま
で

絞
る

こ

と

が

で

き
る

で

あ
ろ

う
か

。

こ

の

点
に

関
し
て
、

賛
銘
中
の

二

つ

の

文

言
が

有
力
な

情
報
を

示
し

て

い

る
。

一

つ

は
、

天

竺
晨
旦
部
の

札
名
に

「

天

親

菩
薩
」

の

尊
称
が

用
い

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

親
鸞
は

、

建

長

八

年
（
一

二

五
六
）

に

書
写
さ

れ

た
『

入
出
二

門

偈
頌
』

の

冒
頭
で

、

「

婆
藪
槃
豆

は

是
梵
語
な

り
。

旧

訳
に

は

天

親
是

訛
れ

り
。

新
訳

に

は

世

親
な

り
。

是
を
正
と

為
す
」

と

述
べ

、

以

後
、

著
述
に

お
い

て

新
訳

を

用
い

て

い

る
。

同
種
の

内
容
は

、

『

尊
号
真

像
銘
文
』

広
略
両
本
に

も
書
か

れ
て

い

る
。

し
た

が
っ

て
、

妙
源
寺
本
成

立

の

下
限
は

建
長
八

年

二

二

五

六
）

と

断
定
す
る

こ

と
が

で

き
る

。

　

も

う
一

つ

は
、

名
号

幅
下

段
の

賛
銘
に

あ
る

「

獲
信
見

敬
得
大
慶
」

で

あ
る

。

こ

れ
は

「

正
信
念
仏
偈
」

の

文
言
で

、

絶
え
ず
推
敲
が

重

ね

ら
れ
た
一

句
と

し

て

著
名
で

あ
る

。

妙
源

寺
本
と

同
文
は

、

建
長
七

年

（

一

二

五

五
）

の

『

尊
号
真
像
銘
文
』

（

略
本）

と

正

嘉
二

年
（

一

二

五
八
）

の

『

尊
号
真
像
銘
文
』

（
広
本）

に

引
用
さ
れ
て

お

り
、

建
長
七
年
（

一

二

五

五
）

に

制
作
さ
れ

る

「

安
城
御
影
」

の

賛
銘
に

も

同

文

が

記
さ

れ
て

い

る
。

　

以

上

の

こ

と

か

ら
、

妙
源
寺
本
の

構
想
は

、

『

尊
号
真
像

銘
文
』

（
略
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本
）

が

書
写

さ

れ

た

建
長
七

年
（

一

二

五

五
）

六

月
二

日

か

ら

『

入
出

二

門

偈
頌
』

が

書
写
さ

れ

た

建
長
八

年
（

一

二

五

六
）

三

月
二

十

三

日

ま
で

に

成
立
し

て

い

た

と

断
定
す
る
こ

と

が

で

き

る
。

　
と

こ

ろ

で

妙
源

寺
に

は
、

「

尊
号

真
像
銘

文
断
簡
」

（

以

下、

「

断
簡
」

）

が

所
蔵
さ

れ

て

い

る
。

内
容
は

、

「

法

印
大

和
尚
位
聖

覚
真
影
云
」

「

正

信
念
仏

偈
」

依
経
段
釈
迦
章
の

八

句
「

源
信
和
尚
銘
云
」

「

太
子
御
銘
」

の

四

種
の

銘
文
で

あ
る

。

こ

の

「

断
簡
」

は

次
の

三

点
に

お
い

て

光
明

本
尊
の

研
究

史
上
、

頗
る

重

要
で

あ
る

。

一

点

目
は

、

「

断

簡
」

の

筆

跡
は

原
本
照
合
の

結
果

、

真
佛
手
跡
で

あ
る

こ

と
。

二

点
目

は
、

そ

の

内

容
か

ら

妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

の

賛
銘
の

草
稿
本
と

措
定
さ

れ

る

こ

と
。

四

種
の

内
容
が

、

妙
源
寺
本
賛
銘
に

対
応
し
て

い

る
こ

と

は

言

う
ま
で

も
な
い

が
、

「

源
信
和

尚
銘
云
」

「

太
子
御
銘
」

の

内

容
は
、

妙

源
寺
本
「

光
明

本
尊
」

オ

リ

ジ

ナ
ル

の

賛
銘
で

『

尊
号
真
像
銘
文
』

等
、

出
拠
は

皆
無
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は

「

断
簡
」

が

妙
源
寺
本
光
明

本
尊

に

直
接
す
る

決
定
的
な

証

拠
で

あ
る

。

三

点
目

は
、

妙
源
寺
本
名
号
部

下

段
に

引
用
さ

れ

る

「

獲

信
見
敬

得
大

慶
」

の
一

句
が

、

「

断

簡
」

で

は
「

見

敬
得
大
慶
喜
人
」

と

な
っ

て

い

る
こ

と
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

「

断

簡
」

が

妙
源
寺

本
に

先
行

す
る

も
の

で

あ
り

、

書
写
時

期
の

下
限

が

建
長
七

年
（

一

二

五

五
）

で

あ
る
こ

と

を

示
し

て

い

る
。

　
で

は
、

「

断

簡
」

の

書
写
時
期
は

、

何
時

頃
ま
で

遡
る
こ

と

が

で

き

る

で

あ
ろ

う
か

。

こ

の

点
に

関

し

て

「

断
簡
」

の

「

正
信
念
仏
偈
」

文

に

注
目
す
る

と
、

「

取
」

は
親
鸞
の

前
期
筆
跡
の

字
形

、

「

悪
」

は

後
期

妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

の

構
成
と

そ
の

意

義
（
安
　
藤
）

筆
跡
の

字
形
の

特
徴
を

示
し

て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

、

親
鸞
に
お

け
る

前
期
と

後
期
の

筆

跡
が

混
在
し
、

親

鸞
の

字
形
が

後
期

筆
跡
に

成

り

き
っ

て

い

な
い

段

階
の

原

本
を

書
写

し
た

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
。

「

取
」

と

「

悪
」

の

字
形
に
つ

い

て
、

ま
っ

た

く
同
じ

現

象
が
、

親
鸞

真
蹟
「

紺
地

十
字
名

号
」

（
三

重

県
専
修
寺）

の

賛
銘
に

見

受
け
ら

れ

る
。

「

紺
地

十
字

名
号
」

の

制
作

年
代
は
、

完
全
に

後
期

筆
跡
で

書
か

れ

た

親
鸞
八

十
三

歳
の

「

黄
地

十

字
名
号
」

（
三

重
県
専
修
寺）

よ

り
少
し

早

い

八

十

歳
（

建
長

四

年
［

一

二

五
二
］

）

前
後
の

時

期
と

考
え

ら
れ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て

「

断
簡
」

が

書
写
さ

れ

た

時
期
も
、

「

紺
地
十
字

名

号
」

と

同
時
期
頃
と

推
定
す
る
こ

と
が
で

き
る

。

　
以

上
、

「

断
簡
」

に
よ

る

新
知
見
に

よ

り
、

妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

の

制
作
に

先
立
つ

賛
の

銘

文
に

関
す
る

構
想
は

、

「

断

簡
」

の

書
写
時

期
が

建

長
四

年
（
一

二

五
二
）

か

ら
建
長
七

年
（

＝
］

五

五
）

の

間
に

限

定
さ

れ

る

こ

と

か

ら
、

そ
の

間

か

ら

建

長
八

年
（

＝
一

五

六
）

迄
の

間

が

銘
文
選
定
の

最
終
段
階
に

あ
っ

た

こ

と

が

判

明
す
る

。

銘
文
の

断
簡

と

い

う
限

定
は

あ
る

が
、

妙
源
寺
本
「

光
明
本

尊
」

の

成
立

に

関
す
る

過
程
の
一

端
を

窺

う
こ

と

が

で

き

る
。

三

　
光

明
本

尊
成
立

の

背
景

　
妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

は
、

そ
の

賛
銘
の

草
稿
本
と
断
定
さ
れ

る

「

断

簡
」

の

書
写
時
期
か

ら

建
長
四

年
（

＝

云
二
）

頃
ま
で

に

そ
の

着

想
が

あ
っ

た
こ

と

が

推
測
さ

れ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

光
明

本

尊
の

成
立

二

三
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妙
源

寺
本
「

光
明
本

尊
」

の

構
成
と

そ
の

意
義
（
安
　
藤）

を

考
え
る

上
で

重
要
な
基
点
と

な

る
。

と
い

う
の

は
、

親
鸞
は

宝

治
二

年
（
一

二

四
八
）

に

『

浄
土

和
讃
』

と

『

浄
土

高
僧

和
讃
』

を

脱

稿
し

て
い

る
。

建
長

七

年
（

一

二

五

五
）

に

『

皇
太

子
聖
徳

奉
讃
』

七

十
五

首
を

著
し

、

正

嘉
元

年
（
一

二

五

七
）

に

『

正

像
末
法

和
讃
』

の

草
稿

が
制
作
さ
れ
つ

つ

あ
る

。

こ

こ

に

は
、

親
鸞
が

民
衆
を

意
識
し

、

人
々

に

仏
教
を

伝
え
た
い

と
い

う
思
い

を

汲
み

取
る
こ

と

が
で

き
る

。

そ
の

思
い

と

と

も
に

親
鸞
の

思

想
も

円
熟
し

、

一

宗
を
立

て

る

意

志
に

遠

か
っ

た

親
鸞
は

、

法
然

か

ら

相
承
す
る

念
仏

思

想
を

、

壮
大
な
仏
教
思

想
の

流

れ
の

中
で

位
置
づ

け

よ

う
と

し
た

。

こ

の

点
は

、

親
鸞
の

教
学

的

営
為
全
般
か

ら
も
首
肯
さ

れ

る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

そ
の

こ

と

が

「

正

信
念
仏
偈
」

や

『

浄
土

高
僧
和

讃
』

に

お
け
る

七

高
僧
の

選
定
へ

と

結

実
し

て
い

く
。

そ
し

て

仏
教
か

ら

大
乗
仏
教
へ

、

大
乗
仏

教
か

ら

浄
土

教
へ

、

浄
土

教
か

ら

日

本
浄
土

教
へ

と

連
な

る

法
流

を

視
覚
的
に

図

示

す
る

こ

と

が

親
鸞
に

お

け
る

光
明
本
尊
を

構
想

す
る

着
眼
点
と

な

る
。

　
こ

の

点
の

動

機
は

、

親

鸞
の

行
実
か

ら

複
合
的
に

補

う
必

要
が

あ

る
。

そ

の

外
的
要

因
と

し

て
一
．

つ

の

こ

と

が

考
え
ら

れ
る

。

一

つ

は
、

親
鸞
は

法
然
門

下
の

時
代
か

ら

旧

来
の

仏
教
教
団
か

ら

「

新

宗
」

（
「

興

福
寺
奏
状
」

第
二

箇
条
の

失）

で

あ
る

が

ゆ

え
の

批

判
と

弾
圧

を

蒙
っ

て

き
た

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

対
応
と

し
て

、

法
然

は

重
源
に

「

浄
土

五

祖

図
」

の

請
来
を
依
頼
し

た

と

伝
え
ら

れ
、

親
鸞
に

お
い

て

は

主
著

『

顕

浄
土

真
実
教

行
証
文
類
』

に

お
い

て

経
典
の

引
用
に

あ
た
っ

て

は

『

大

経
』

の

異
訳
に

ま
で

留
意
し

、

さ

ら

に

中
国
な
ら

び

に

朝
鮮
半
島
の

仏

二

四

教

者
に

も
注
目

し
、

積
極

的
に

グ
ロ

ー
バ

ル

な
経
釈

文
の

受
容
を

試

み
、

法
然
の

明
か

す
念
仏

相
承
を

弁
証
し

て

い

る
。

　

妙
源
寺
本
「

光
明

本
尊
」

の

全

体
構
成

着
想
の

動

機
を
読
み

解
く
も

う
一

つ

の

外
的
要
因

は
、

国
内
の

仏

教
信
仰
の

動
向
で

あ
る

。

武
士
が

台
頭

す
る

鎌
倉
時
代
は

、

仏
教

界
に

も
大
き
な

変
革
を

も
た

ら

し
、

末

法
到
来
の

時

期
と

相
俟
っ

て

善
光
寺
信
仰

、

聖

徳
太
子
信
仰

、

釈
迦
信

仰
に

代
表
さ

れ

る

仏
教
信
仰
が

全
国
的
に

広
ま
っ

て

い

っ

た
。

建
久
二

年
（
一
一

九

こ

善

光
寺
が

復
興
さ

れ

る

と
、

善
光

寺
信
仰
は

急
速
に

広
ま

り
、

人
々

の

信
仰
を

集
め

る

よ

う
に

な
っ

た
。

浄
土

教

信

仰
の

普

及
に

あ
わ

せ

て

観
音

菩
薩
の

化

身
と

神
聖

化
さ

れ

た

聖
徳
太
子

信
仰
も

隆
盛

し
、

南

都
復
興

運

動
に
よ

っ

て

釈
迦

信
仰
も
脚
光
を
浴
び

る

よ

う

に

な

る
。

そ

し

て

こ

れ

ら

の

中
世
の

仏

教
信
仰
の

特
徴
が

、

「

三

国

伝

来
」

「

三

尊
信
仰
」

と
い

っ

た

要
素
に

集
約
さ

れ

る
。

聖
と

し

て

北

陸
、

関
東

、

京
都
の

日

本
中
央
部
を

行
脚
し
た

親

鸞
は

、

現
実
社
会
に
生
き

る

信
仰
を
肌
で

感
じ

、

光
明
本
尊
を

構
成
す
る

に

あ
た
っ

て

は
、

そ
の

特
徴
を
十
全
に

取
り
入

れ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

一

方
、

内
的
要
因
と

し

て

は
、

親

鸞
帰
洛

後
の

関

東
に

お

け
る

親
鸞
門
弟
の

信
仰
状

況
で

あ

る
。

建
長

八

年
（

一

二

五

六
）

五

月
二

十

九

日

の

長

男
慈
信

房
の

義
絶

に

至
る

「

善

鸞
事
件
」

は
、

親
鸞
の

晩

年
に

集
中
す
る

著
作
や

名
号
本

尊
制
作
の

契
機
と

考
え

ら

れ

て

い

る
。

一

連
の

事
件
の

中
に

は
、

鎌
倉

幕
府
へ

の

念
仏
禁
止

の

訴
訟
ま

で

に

発
展
し
て

い

る
。

親
鸞
に

と
っ

て

関
東
に

お

け
る

門
弟
の

異

義
異
端
に

よ

る

事
態
の

収
拾
は

喫
緊
の

課
題
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で

あ
り

、

光
明
本
尊
を

制
作
す
る

動
機
の
一

つ

と

し

て

数
え
ら

れ

る
。

四

　
妙
源
寺
本
「

光
明
本

尊
」

の

構
成
と

機

能

　

親
鸞
に

お

け
る

光
明
本
尊
成
立

の

背
景
を

概
観
し
た

上

で

妙
源
寺
本

「

光

明
本
尊
」

を

眺
め

る

と
、

そ
の

構
成
と

機
能
が
よ

く
分
か

る
。

ま

ず
全

体
を

見
通
し

、

妙
源
寺
本
か

ら
読
み

解
く
こ

と

の

で

き
る
三

つ

の

構
成
を

捉
え
て

み

た
い

。

一

つ

に
は

篤
敬
三

宝

（

仏
法

僧）

で

あ

る
。

名

号
部
が

仏
を

、

各
幅
上
下

段
の

賛
銘
が

法
、

そ

し

て

左
右
両
幅
に

描
か

れ
る

二

十
体
の

画

像
が

僧
伽
で

あ

る
。

こ

こ

に

は
、

仏
教
の

原
意
趣
が

視
覚
的
に

具
現
化
さ

れ
て

い

る
。

二

つ

に

は
三

国
（

イ
ン

ド、

中
国

、

日

本）

伝
来
で

あ
る

。

左
幅
下
か

ら
上
へ

、

そ

し

て

右
幅
下
か

ら

上
へ

と

目

線
で

追
え
ば
N
字
形
に

法
統
が

流
れ

て

い

る
。

し

か

も
三

国

な
ら

び

に

和
朝
の

展
開
が

衣
体
に

よ
っ

て

描
き
分
け
ら

れ

て

い

る
の

で
、

そ
の

境
界
が

鮮

明
で

あ
る

。

ま
た

和

朝
部
に
つ

い

て

は
、

聖

徳
太

子
、

源

信、

法
然
を

中
央
で
一

直
線
に

配
し

て

日
本
仏

教
の

展
開
を

明
示
し
て

い

る
。

三
つ

に

は

弥
陀

、

観
音

、

勢
至
の

三

尊
形
式
で

あ

る
。

名
号
部

の

「

南
无
不
可
思
議
光
如
来
」

は
、

阿
弥
陀
仏
の

異
名
で

あ
る

。

右
幅

和
朝
部
の

聖

徳
太
子
は

、

観
音
菩
薩
の

化

身
で

あ
る

。

左

幅
に

聖

徳
太

子
と

対
称
の

位
置
に

配
さ
れ
る

の

は
、

大

勢
至

菩
薩
で

あ
る

。

三

国
伝

来
や

三

尊
信
仰
を
盛

り
込
ん

だ

構
想
が

、

先
に

見
た

国
内
の

仏
教
信
仰

の

動
向
を

意
識
し
た
も
の

で

あ
る

こ

と

は
言

う
ま
で

も
な
い

。

こ

の

よ

う
に

妙
源
寺
本
の

三

幅
一

鋪
構
成
に

は
、

「

篤
敬
三

宝
」

「

三

国

伝
来
」

妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

の

構
成
と
そ
の

意
義
（

安
　
藤
）

「

三

尊
形

式
」

の

三

要
素
が
十
全
に

構
成
さ
れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

続
い

て

妙
源
寺
本
の

機
能
に
つ

い

て

二

点
考
え
て

み

た
い

。

ま
ず
こ

こ

で

問
題
に

な
る

の

は
、

妙
源
寺
本
の

み

が
、

な
ぜ

三

幅
一

具
の

構
成

に

な
っ

て

い

る

か

と
い

う

点
で

あ
る

。

こ

の

問
い

に

対

す
る

答
え
は

、

親
鸞
の

伝
道
方
法
に

起
因

す
る

。

親
鸞
は

九

十
年
と

い

う
当

時、

驚
異

的
な

長
命
の

生

涯
の

中
で
一

度
も

寺
院
を
持
つ

こ

と

は

な
か
っ

た
。

な

ぜ

な

ら

ば

親
鸞
の

伝
道
の

在
り
方
は

、

消
息
に

散
見
さ

れ

る

よ

う
に
一

箇
所
に

定
住
し

な
い

聖

的
教

化
形
態
を
と
っ

て

い

た

か

ら
で

あ
る

。

聖

と

し

て

の

親
鸞
像
は

、

現

存

す
る

親
鸞
寿
像
の

持
物
に

も

象
徴
さ

れ
て

い

る
。

ま

た
、

親

鸞
の

教
え
に

集

う

同
朋
は

、

地

縁
性
に

は

基
づ

く

が
、

『

歎

異
抄
』

に

「

親
鸞
ハ

弟

子
一

人
モ

モ

タ

ス

サ

フ

ラ

フ
」

と

有

名
な
一

言
が

聞
き

伝
え
ら

れ

て

い

る
よ

う
に

、

組
織
と

し

て

教

団
化
さ

れ
る

も
の

で

は

な
か
っ

た
。

こ

の

よ

う
な

寺
院
を

持
た

な
い

、

ま

た
、

寺
院
化
さ

れ

て

い

な
い

場
所
で

の

聖

的
教
化
形

態
で

は
、

軽
量
で
コ

ン

パ

ク

ト

な

礼
拝
対
象
が

要
求
さ

れ

た
。

親
鸞
が

立

体
的
な
仏
像
で

は

な

く
、

仏
名
に

蓮

台
を
配

し

本
尊
と
し

た

理
由
の
一

つ

が
こ

こ

に

あ

る
。

妙
源
寺
本
の

三

幅
一

具
の

構
成
は

、

全
体
的
に

大

き
く
て

も
携
帯
性
に

富
ん

で

い

る
。

つ

ま

り
、

信
仰
者
が

集
ま
る

場
に

お
い

て

視
聴
覚
的
伝

道
を

行
う
た

め
の

ポ

ー

タ

ブ
ル

な

内
陣
や

仏
壇
の

機
能
を
有
し
て

い

た

の

で

あ
る

。

こ

の

点
は
、

尊
像
の

配

置
が

下

方
か

ら

上

方
に

展
開

し
、

天
竺

晨
旦

部
の

椅
子
に

遠
近

法
を

用
い

、

平
面
に

三

次
元
の

立
体
配
列

を
意
図

し
て

制
作
し
て

い

る

こ

と

か

ら

も

う
か
が

わ

れ
る

。

二

点
目
は
、

二

五
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妙
源
寺
本
「

光
明

本
尊
」

の

構
成
と

そ
の

意
義
（
安
　
藤
）

親
鸞
は

尊
号
と

真
像
を
制

作
す
る

に

あ
た

り
、

宋
代
の

装
溝
仕
様
で

あ

る
三

段
仕
立
て

の

構
成
を
用
い

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

し

か

も
、

親
鸞

は

大
陸
で

流
行
す
る

様
式
を
取

り

入
れ
る

だ

け
で

な
く

、

上

下
の

引

首

に

仏
名
の

説
明
や

教
え
の

要
文
を
賛
銘
と

し

て

記
し

、

視
覚
的
に

拝
む

対
象
と

し
て

だ

け
で

は

な
く

、

教
え
を

聴
聞
す
る

と
い

う
新
た

な

機
能

を

付
加
し

て

い

る
。

こ

の

点
か

ら
、

光
明
本
尊
は
、

親
鸞
が

始
め

た

視

聴
覚
伝
道
の

嚆
矢
と

言
え

る
。

以

上
の

機
能
分

析
の

妥
当
性
は

、

親
鸞

自
筆
の

六

幅
の

「

方
便
法
身
尊
号
」

茗
号
本
尊）

や
二

種
の

「

親
鸞
寿

像
」

（

「

安
城
御

影
」

「

鏡
御
影
」）

の

現
存
類
例
が

そ
の

証
左

と

な
る

。

　

あ
わ

せ

て

看
過
し

て

は

な
ら

な
い

こ

と

は
、

尊
号
な

ら
び

に

真
像
の

図
像
表
現
で

あ
る

。

親
鸞
が

光
明
本
尊
を

構
想

す
る

に

あ
た

っ

て

国
内

外
の

先
行
す
る

画
像
を

進

取
し

た
こ

と

は
、

妙
源
寺
本
の

画
中
を

見
れ

ば

判
然
と

す
る

。

左
幅
の

中
国
七

祖
の

手
の

姿
や

持
物
の

図
様
は

、

「

浄

土

五

祖
図
」

（
二

尊
院

蔵
）

を

受
容
し

て
い

る

こ

と

が

明
ら

か

で

あ
る

。

ま

た
、

中
幅
の

九
字

名
号
に

お

け
る

波
条
帯
の

光
芒
は

、

南
宋
仏
画
の

影
響
下

に

あ
る

。

親

鸞
に

お
い

て

は

思

想
構
築
に

お

い

て

も
顕
著
で

あ

る

が
、

表
装
形
式
と

と

も

に

図

像
を
表
現
す
る

に

あ
た
っ

て

宋
朝
文

化

を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て

い

る
こ

と

が

わ

か

る
。

こ

の

よ

う
に

親
鸞
が

強
く
中
国
大
陸
の

思

想
や

文
化
を
意
識
す
る

理

由
は

、

当
時
の

浄
土

教

徒
に

求
め

ら

れ

た

課
題
に

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

す
な

わ

ち
蘭
渓
道

隆
、

無
学
祖
元
、

栄

西
、

俊＋
仍

、

道

元
、

幸
西

門
下
の

明
信
ら

中
日

仏

教
僧
の

交
流

が

盛

ん

に

な

る

時
局
に

最

先
端
の

中
国
と

の

関
係
性
を
強

二

六

調
し
、

法
然

か

ら

相
承
す
る

念
仏

の

教
義
的
歴

史
的

正

統
性
を
立

証
す

る

た

め

で

あ

る
。

親
鸞
の

関
心

は

国
外
の

み

に

向
け
ら

れ

た
の

で

は

な

い
。

そ

も
そ

も
光
明
本
尊
の

着
想
の

原
形
は

、

法
然

門

下

で

大
流
行
し

た
「

摂
取
不
捨
曼
荼
羅
」

に

求
め

ら

れ

る

と

言
え
る

。

し

か

し

な

が

ら
、

写
本
も

含
め

て

現
存
し

な
い

た

め
、

そ
の

全

容
は

明
ら

か

で

は

な
い

。

文
字
を
本
尊
と

し
、

双

鉤
填

墨
か

ら
自

筆
に

よ

る

墨
書
の

名
号
本
尊
を

制
作

す
る

先
駆

的

事
例
は

、

法
然
が

源

智
へ

与
え

た

名
号
や

明
恵
の

「

杜
順
禅

師
香

象
大
師
名
号
」

「

三

宝
礼
名

号
」

に

あ

る
。

こ

の

よ

う
に

親
鸞
は

、

国
内
外
の

先
行
す
る

事
例
を
受
容
し
展

開

さ
せ

、

光
明
本
尊

の

構
想
を

実
現
さ
せ

て

い

く
の

で

あ
る

。

　
光

明
本
尊
の

成
立

は
、

鎌
倉
新
仏
教
が

胎
動
す
る

中
で

独
自
に

構
想

さ

れ

た

中

世

真
宗
美
術
の
一

つ

の

頂
点
で

あ
る

。

絵
伝
類
が
親
鸞
以

後

に

展
開

す
る

の

に

対
し

、

妙
源
寺
本
「

光
明
本
尊
」

は
、

親
鸞
が

創
始

し

た

尊

号
、

真

像
、

銘

文
を

具
え
た

唯
→

の

視
聴

覚
伝
道

遺
例

で

あ

る
。

そ
の

構
成
と

機
能
か

ら

は
、

親
鸞
が

国
内
外
の

先
行
事
例
を
進

取

し

た

文
化

史
的
意

義
と

親

鸞
が

人
々

の

求
め

る

信
仰

形
態
を

汲
み

と

り
、

親
鸞
を

取
り
囲
む

内
外
の

問
題
に

答
え
る
べ

く
仏

教

信
仰
の

要
で

あ
る
三

宝
と
正
し
い

念
仏
信
仰
の

相
承
を

視

覚
的

に

組
み

込
ん

だ

思
想

史
的
意
義
の

二

つ

の

意
義
を

読
み

取
る
こ

と

が
で

き
る

。

〈

キ

ー
ワ

ー
ド

〉

　

光
明

本
尊

、

妙
源
寺

、

『

尊
号
真
像
銘

文
』

、

親
鸞、

真
佛

　
　
（

龍
谷
大
学
非
常
勤
講

師
）
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